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研究成果の概要（和文）：本研究は、日本語を母語としない生徒を対象に、彼らが国語教科書に掲載されている本文の
読解を進めるために必要な日本語力を明らかにし、その学習方法を提案することを目的とする。研究の結果、日本語を
母語としない生徒が本文を読解するには、文法、語彙、漢字、背景知識という４つの分野において、日本人生徒とは違
った理解確認および学習方法が必要であることがわかった。そこで、その研究成果を教材という形で具体化した。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to find out what reading skills are necessary for L2 
students attending junior high schools in Japan to understand Japanese textbooks written for L1 students 
and to create effective educational material to acquire these skills. The result of our research shows 
that L2 students need to acquire learning methods different from L1 students from the point of view of 
grammar, vocabulary, Kanji characters and background knowledge. We applied this result to Japanese 
material development and have published supportive material for L2 students who learn reading 
comprehension in the classroom with L1 student.

研究分野： 日本語教育
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１．研究開始当初の背景 
日本語を母語としない外国人生徒にとっ

て、現在最も喫緊の課題となるのは、CALP（学
習言語能力）の育成である。なぜなら、教科
学習を促進することが外国人生徒の進学、ひ
いては就職に影響するからである。実際、母
国で成績がよかった生徒が、日本でよい成績
がとれず、不就学につながってしまうケース
は多い。 
この課題への取り組みとして、研究分担者

らは 2010 年博報児童教育振興会より助成を
受け、中学１年数学の文章題の練習帳『これ
で教科書がよくわかる！ 数学サバイバル日
本語 ―中学１年―』を作成した。この練習
帳は、今までにない「外国語としての日本語」
という観点で数学の文章題の解説をしてい
るため、現在多くの教育現場で活用され、反
響を得ている。 
そしてそれを受け、本研究では国語科を対

象に、新たな取り組みを行うことにした。国
語を対象とした理由は、学校教育で主要科目
とされる５教科のなかで、数学、理科、英語
がある程度日本語と教科内容の習得を切り
離すことができるのに対し、国語や社会は日
本語と教科内容が切り離しにくいからであ
る。特に国語は母語としての国語能力の育成
を図ることが目的であるため、語彙や表現の
豊富さに、外国人生徒は対処しきれないのが
現状である。しかし、高校受験でも、さらに
は殆どの国立大学、文系私立大学受験でも国
語は必須受験科目に入っている。そこで、外
国人生徒が現代文を読解するにあたって障
壁となる課題を明らかにし、その課題を克服
するための教材を作成することを構想した。 
なお、日本語教育と国語科学習を対象にし

た国内の研究とその成果の中で、現在教育現
場で活用されている研究成果に、「学校教育
におけるＪＳＬカリキュラム（中学校編）―
国語科―」（文部科学省初等中等教育局国際
教育科編 2007）と、「日本語を母語としない
児童を教科学習に入りやすくさせるための日本
語テキスト作成」（光元聰江 1998）がある。 
 前者は日本語を母語としない生徒が国語
科の授業に参加することを目的とし、後者は
国語科の教科書の内容をリライトして生徒
の内容（ストーリー）理解を促進することを
目指したものである。しかし、日本語を母語
としない生徒が国語科教科書の現代文をそ
のまま理解するために必要な日本語力育成
を目指すという観点での研究は、管見の限り、
本研究が最初である。 
 
２．研究の目的 
日本語を母語としない外国人生徒は、自分

が知っている日本語でなんとか国語教科書
に掲載されている本文の理解を進めようと
試みるため、例えば「畑の作物の出来にもむ
らがある」という文を「畑の作物ができる村
がある」と解釈することがある。また、家庭
で日本語を使う環境にない場合「ちっとも」

という日本人生徒なら誰もが知っている副
詞を知らないこともある。 
本研究では中学校国語科の現代文の読解

を行うにあたって、どのようなことが読解の
障害になるかを語彙、文法、漢字、背景知識
の４つの観点から分析し、日本人との対照を
通して日本語教育的にどのような手当が必
要であるかを明らかにする。また、彼らの家
庭環境など個々の属性も考慮した調査分析
を行い、社会的要因の影響も明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 日本語を母語としない生徒が国語の現代
文読解を進める際に意味を誤る主な原因は、
外国語としての日本語学習時に未学習であ
ること、彼らを取り巻く日常の生活環境では
あまり耳にすることがないこと、の２つが考
えられる。そこで、本研究では上記２点を踏
まえて、教科書分析と生徒の文章理解の実態
調査を行った。 
 
(1)生徒の実態調査 
①生徒を対象とした事前調査 
横浜市教育委員会の協力の下、日本語を母

語としない生徒と日本人生徒を対象に、生徒
１名：調査協力者１名：通訳１名を１組とす
る計８組で、中学国語教科書に掲載されてい
る小説および説明文を読み進め、文章理解の
実態調査を行った。 
②国語科担当教諭を対象とした実態調査 
同委員会の協力の下、中学の国語科を担当

する教諭３名（各学年ごとに 1 名）にインタ
ビュー調査を行い、実際の授業展開と生徒に
求められる文章理解のポイントを探った。 
③生徒を対象とした本調査 
 同委員会の協力の下、横浜市の中学校に通
う日本語を母語としない生徒と日本人生徒
に対し、①②で得た調査結果を基に作成した
記述式問題（文法、語彙、漢字、背景知識の
４分野）および背景知識に関するインタビュ
ー調査を実施した。また、インタビューの際
に生徒の言語使用と学習環境についても聞
き取った。 
 さらに、上記中学校には非漢字圏の生徒が
ほとんど通っていなかったため、追加調査と
して横浜にあるフリースクールと八王子に
ある支援団体の協力を仰いで、非漢字圏から
来日した生徒への同調査も行った。 
 
(2)教科書分析 
①困難点の整理 
生徒の実態調査の結果を踏まえて、文法、

語彙、漢字、背景知識に関する問題点（日本
語を母語としない生徒が「どんな点」を「ど
のように誤解するか」）について整理した。 
②コーパスの作成 
中学国語教科書に出てくる本文を取り出

し、コーパスを作成した。 
③コーパスの分析 
②で作成したコーパスを利用して、①で挙



がった項目を形態素解析を行い、必要に応じ
て手作業で集計した。 
④指導項目の選定 
③の結果を踏まえて、教材で扱う必要のあ

る項目を選定した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果を、文法、語彙、漢字、背景

知識の４分野に分けて報告し、それをどのよ
うに教材化したかについて述べる。 
 
（１）文法 
まず、ＪＳＬ生徒に対して国語教科書の文

章を題材とした読解調査をおこなったとこ
ろ、「のだ」「ではないだろうか」などの文末
表現、「としたら」「にもかかわらず」などの
接続表現、長い連体修飾などが文章理解のつ
まずきの要因となっていることが明らかに
なった。さらにこれらの文法形式について中
学国語教科書のコーパスを対象に調査した
ところ、「ではないだろうか」は説明的・文
学的文章双方に高頻度で出現し、理由を表す
「のだ」は文学的文章に比較的多く現れると
いった特徴がみられた。あわせて、実際の国
語の読解問題を検討した結果、これらの形式
は、筆者の強い主張などを表現する際に用い
られることから文章理解のかぎとなってい
ることがわかった。 
教材化にあたっては、調査・分析の結果明

らかとなった、ＪＳＬ生徒がつまずきやすい
「文末表現」「接続表現」を取り上げ、キー
となる文法表現を短文において理解する基
礎練習問題と、長文の中でキーとなる文法を
ふまえて内容を理解する応用問題を作成し
た。また、指導者がポイントをおさえて説明
するための解説や、文法表現リストも加えた。 
 
（２）語彙 
まず、ＪＳＬ生徒に対するプレ調査におい

て、大きく分類して「(オノマトペを含む)副
詞」「複合動詞」「慣用表現」などが、特に生
徒の理解度が低いことが分かった。これらの
カテゴリに入る表現は、特に重点的な指導が
必要だと考えられるが、教科書で使われる語
彙は、収録される文章によって異なるため、
指導すべき語を具体的に特定することは困
難である。 
そこで、教科書からそれぞれのカテゴリに

あてはまる表現を選び、指導者が効果的に教
えられるようにすることを目的とした教材
を作成することにした。指導者側が、語彙の
特徴に応じた方法で指導することで、使用さ
れる語自体が変わっても、適切な指導ができ
ることを目指している。 
 
（３）漢字 
ＪＳＬ生徒に対しプレ調査を行ったところ、

国語科教科書の単語中に含まれる漢字の理解
度が、その漢字により構成される文章の読解
に影響することが明らかになった。次いで行

った本調査では、読解に影響を与えうる漢字
側の要因を探り、スキャフォールディングす
る際の手がかりとなる要因を明らかにした。
その結果、「部首」、「振り仮名ふりや読み
上げ」及び「漢字熟語の特徴」の３つの項目
の解答率が低いことが明らかとなった。 
教材化にあたっては、学習者一人ひとりの

違いを明らかにし、学習を進める方向性を示
した「生徒の漢字タイプ」のチャートを行う
ことで、各学習者に適した学習方法を選択で
きるよう留意し作成した。また、調査・分析
の結果から明らかとなった上記3つの項目の
理解を深める支援・学習方法の提起を行い、
さらに「もう一歩」の項目を学習することに
より漢字知識の補強を目指した。 
 
（４）背景知識 
 まず、生徒へのプレ調査を通して、例えば
国道という概念が母国語でも理解できない
など背景知識に関する違いを探る必要性が
わかった。次に、国語教師へのインタビュー
調査で、本文読解を促すために教師が生徒の
背景知識を活用することがわかった。そこで
生徒への本調査では、筆記およびインタビュ
ー調査を行い、日本人生徒と日本語を母語と
しない生徒の背景知識に関し、相違の有無、
相違がある場合にはその原因を探った。その
結果様々な相違点があり、原因も複数に及ぶ
ことが判明した。こうした背景知識の違いへ
の対策としては、「接触場面」を念頭に置い
て読解を進めることが有効であると考えら
れる。 
 こうした成果を踏まえ、教材化にあたって
は、本文を読み進めるうえで教師側がどのよ
うな事柄にどのような理由（観点）で背景知
識の違いを想定する必要があるかを解説す
る形式をとることとした。 
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